
■AIDS（エイズ）とは
エイズとは、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）感染によって生じ、重篤な全身性免疫不全により、さまざま

な感染症や悪性腫瘍などの重い病気を引き起こす状態をいいます。病気が進行すると死亡することがありま

す。令和４年の新規HIV感染者報告数は632件、新規AIDS患者報告数は252件、合計884件でした。

HIV感染症は予防可能な感染症であり、適切な予防行動（正しいコンドームの使用）や、早期発見・早期

治療が重要です。保健所ではHIVと梅毒の相談・検査を無料・匿名で受け付けています。

■どうやって感染するの？
HIVに感染した人の血液、精液、膣分泌液などの様々な体液によって感染します。
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性感染症（梅毒、エムポックス）が急増しています

■エムポックス（サル痘）とは
モンキーポックスウイルス（別名エムポックスウ

イルス：MPXV）の感染によって生じます。日本で

は、令和５年以降９月までに、約200例（男性）の

患者報告があります。現在、国内で利用可能な薬事

承認された治療薬はありません。

■どうやって感染するの？
感染している人のカサブタや体液、粘膜（肛門、

直腸、膣など）に直接触ること、長時間対面で呼気

による飛沫にさらされること、感染者の使用した寝

具、歯ブラシやカミソリ等に触れることで感染しま

す。主な感染経路は性的接触です。

■症状は？
水ぶくれを伴う発疹、発熱や寒気、頭痛、倦怠感

や筋肉痛等（無症状、又は症状が消失する場合もあ

ります）

■梅毒とは
梅毒は、梅毒トレポネーマという病原体による感染

症で、全身にさまざまな症状を引き起こします。感染

後、症状が消失する場合もありますが、病原体は体内

に残っており、放置すると心臓や脳に合併症を起こし

て死に至ることもあります。男性は20～50代、女性

は20代に多く見られます。令和４年の梅毒の報告数

は、東北各県の中で福島県が一番多いです。

■どうやって感染するの？
口や性器などの粘膜や皮膚から感染するため、性的

な接触が主な感染経路となっています。また、母子感

染により、流産、死産、先天梅毒などを起こすことが

あります。

■症状は？
感染部位のしこり、股の付け根のリンパ節の腫れ、

手のひらや足の裏といった身体全体の赤い発疹等（無

症状、又は症状が消失する場合もあります）
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発疹は、最初は平坦ですが、

内部に液体や膿が溜まって

腫れてくることがあります。

腫れた発疹にはカサブタが

でき、最終的にはカサブタ

が剥がれ落ちます。

梅毒発生状況（全国・福島県）
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